
 

 令和８年４月１日  
県立麻生支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

児童・生徒一人ひとりの

発達段階や障害の状態に

応じた学習課題の設定、

指導方法の工夫、教材・

教具の開発を推進し、児

童・生徒が「すぐにわか

った！」「自分ででき

た！」を実感できる授業

を実践する。 

 

授業において、ICT 機器

の１人１台専用端末を積

極的に利活用し、学びの

ツールとして有効な実践

例を積み重ねる。 

①児童・生徒の実態を

ふまえて学習課題を設

定し、指導方法の工夫

により「すぐにわかっ

た！」「自分ででき

た！」と実感できる授

業を実践する。 

 

 

 

②学校の授業、家庭で

の活用を推進し、学び

のツールとしてタブレ

ット端末の活用の幅を

広げる。 

①発達段階や個々の障

害の状況についてアセ

スメントを行い、共有

する。 

校内研究、サポートプ

ログラム等を活用して

「すぐにわかった！」

「自分でできた！」と

実感できる授業を実践

する。 

②学校の各授業で実践

を行い、共有する。ク

ラスルームを活用し、

休業期間等に行事の学

習や教科学習の振り返

り、課題の提出等を実

施する。 

①児童生徒のアセスメン

ト結果を共有することが

できたか。校内研究、サ

ポートプログラム等で得

た内容を取り入れて「す

ぐにわかった！」「自分

でできた！」と実感でき

る授業を実践することが

できたか。 

 

②学校での授業実践を共

有することができたか。

家庭と連携し、実態に合

った課題設定により自主

的な学びにつなげること

ができたか 

 

①個別教育計画作成マニュアル

を見直し、根拠に基づいた個別

教育計画を作成することができ

た。校内研究では、各グループ

で積み重ねてきた実践と検討の

まとめを報告会で共有した。サ

ポートプログラムでは実態に応

じた授業展開アドバイスができ

た。 

 

②校内 ICT 研修では、教員のス

キル向上を図った。長期休業中

に生徒が端末を持ち帰った際に

使用状況の確認や、保護者と相

談してアプリダウンロードする

など家庭での活用を促す取り組

みを行った。 

・汎用性の高いアプリを使用し

クラス目標やポスター製作等に

取り組んだほか、ICT 支援員と

連携し、個々の実態に合うアプ

リ作成に取り組んだ。 

 ①校内研究で整理した個別

教育計画項目表等を学部に

落とし込むことや、児童生

徒のアセスメントを学部で

話し合い次年度に繋げてい

く。サポートプログラムで

はより活用しやすくして、

校内研究を含め、授業の実

践に繋がるように取り組

む。 

②さらなるICT活用のために

は、教員間のスキル差を埋

める校内研修を継続し、ICT

が得意な教員がサポートす

る体制が求められる。授業

での活用・実践例を校内で

共有する機会を設けること

も重要である。家庭での活

用については、具体的な活

用例の紹介や家庭学習を支

える情報発信を充実させる

必要がある。 

①保護者アンケートで肯

定的評価92％ 

子どもが興味を持つ内容

で課題を設定し、発達段

階に応じた個別対応をし

ている。 

生徒のできる部分を引き

出す関わりをしてほし

い。 

 

②保護者アンケートで肯

定的評価66％ 

どのように活用している

のか、また家庭での活用

方法の連携がやや不足し

ていると思われる。 

活用の様子を見る機会が

あるとよい。 

活用の結果をデータ化し

て成果を見えるかできる

とよい。 

①児童生徒のアセス

メント結果を共有し

て、個別教育計画を

作成した。研究やサ

ポートプログラムに

より授業実践の共有

や授業展開のアドバ

イスを受けて授業実

践を行った。 

 

②教員向けの研修に

よるICTスキル向上を

図った。生徒が自宅

で端末を活用できる

ようにアプリ導入す

ることを家庭と協力

して実施した。 

どのように活用して

いるか家庭への情報

提供を行うことが課

題。 

①継続してアセスメ

ントを活用し、個別

教育計画に落とし込

むことや、サポート

プログラム及び校内

研究を進めて授業実

践につなげていく。 

 

 

 

②校内研修を継続

し、教員間のサポー

ト体制を充実させ

る。 

授業実践内容につい

て、具体的な内容で

家庭への発信を行

い、家庭との協力体

制を築く。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

児童・生徒一人ひとりが

互いの人格や多様性を尊

重し、自他を大切にする

心と互いにかかわりなが

ら生活する力を育てる。 

①-1授業や学校生活を

通して、互いの人格や

多様性を尊重し、自他

を大切にする心を育て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

①-2相手や自分を大切

にする意識を持ち、

SNS 等を有意義に活用

できるようにする。  

①-1 授業等で児童生徒

が自ら発表する機会

や、他者の発表を見聞

きする機会を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

①-2 保護者・教員対象

に研修を設定し、SNS利

用のリスクと危機回避

について具体的に学

ぶ。また、日常生活の

指導等でマナーを守り

相手を思いやる行動に

ついて考える機会を設

定する。 

 

①-1授業等で児童生徒が

自ら発表することができ

たか。また、他者の話を

聞くなど相手を尊重する

行動につながったか。 

 

 

 

 

 

 

 

①-2研修会の内容をふま

えて、日常生活の指導等

でマナーを守り、相手を

思いやる行動について考

える授業を実施すること

ができたか。 

①-1 発表や相手を意識した関わ

りでは、授業における作品や取

り組みの発表など、場面を設定

して実施した。また、教員が生

徒の見本となったり、間に入る

ことで他者を意識したり、大切

にしたりしようとする姿が見ら

れるようになった。さらに、学

部間交流では部門を越え、相手

を意識したかかわりをすること

ができた。 

 

①-2 NTT ドコモによる保護者

対象の SNS 研修内容を高等部の

保護者と教員とで共有し、日常

生活の指導に生かした。 

ネットリテラシープログラム

「レイの失踪」を B 高等部、分

教室を対象に12月に実施した。

ゲーム形式の学習形態は生徒の

興味関心を高め、ネットリテラ

シーを高めることができた。 

①-1 授業など設定された場

面だけでなく、日常のやり

取りの中でも、気持ちや考

えを伝え合う機会を意図的

に設けていきたい。教員が

継続して手本を示し、適切

な場面で価値付けを行って

いく。他者の発言や行動に

目を向けられるよう、振り

返りの時間を取り入れ、自

他を大切にする行動を言語

化できるようにしていく。 

①-2 発達段階に応じた適

切なSNSに関する学習内容を

検討し、保護者と学校とで

情報を共有しながら取り組

んでいく。 

また、継続的にネットリテ

ラシープログラムを利用す

るための予算の確保し、今

後もスマホなど身近なもの

だけでなく、より広い意味

でのネットリテラシーを学

習していく。 

①-1 保護者アンケートで

肯定的評価91％ 

枠にあてはめない自由な

作品が良い印象。 

子どもがあいさつを交わ

している場面は気持ちよ

い印象。 

 

 

 

 

 

①-2 保護者アンケートで

肯定的評価57％ 

SNS は危険があるという

ことは理解できた。 

本人の理解が大切だと思

う。 

①-1 授業での互いの

発表や作品を見る活

動により、他者を意

識したり、大切にす

る気持ちを育てる取

り組みができた。 

校内の交流の幅を広

げてさらに自他とも

に大切にする心を育

てることにつながる

とよい。 

 

①-2 保護者向け研修

会、生徒向けの授業

により、SNSの活用に

ついての理解を深め

ることができた。 

学校での実践例を家

庭にも発信して家庭

との連携を深めるこ

とが課題。 

①-1 授業での発表や

作品交流等で互いを

認め合う活動を継続

することにより、相

手を尊重する行動に

つなげていく。 

校内交流の幅を少し

ずつ広げて人とかか

わる経験を増やして

いく。 

 

 

①-2 保護者向け研修

会と生徒向けの授業

を継続してSNSの活用

について理解を深め

ていく。 

学校での実践例を家

庭に発信し、知って

いただくとともにSNS

利用によるトラブル

予防につなげる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 

支援 

成功体験を積み上げる教

育活動により自信や意欲

を高めて、将来の自立と

社会参加や、自分らしい

生き方を見つけるための

支援を行う。 

①-1一人で、あるいは

仲間と協力して活動に

取り組み、成功体験を

積み重ねて自信や意欲

を高める。 

 

 

①-2保護者向けの学習

会や見学会を実施し、

児童生徒が卒後の自立

と社会参加のイメージ

を持てるよう、指導・

支援を行う。 

①-1 児童生徒がそれぞ

れの役割を果たし、仲

間と協力をしながら進

める教育活動を計画し

実践する。 

 

 

①-2 小中学部段階か

ら、教育部門や学部ご

とに施設見学会を実施

し、保護者や児童生徒

が、直接先輩や施設職

員の話を聞く機会を設

ける。 

①-1一人で、あるいは協

力して取り組むこと役割

を果たすことにより、自

信や意欲を高めることが

できたか。 

 

 

①-2各学部のニーズに合

わせた説明会や見学会等

を実施し、児童生徒が、

将来の自立と社会参加の

イメージを持つことにつ

ながる指導・支援を行う

ことができたか。 

①-1（小中高）☆柿祭や 

アートコース発表会において、

それぞれの役割を果たし仲間と

協力して発表や製品販売ができ

た。参観者からの評価をいただ

くことで達成感や意欲向上につ

なげることができた。 

①-2 今年度は、学年、学部、部

門など対象を分けて進路学習会

を設定することができた。ま

た、施設見学会についても、横

浜市、川崎市肢体不自由部門向

けなど、多くの方が参加できる

ように実施することができた。 

①-1 仲間と協力した取組

は、継続して計画する必要

がある。また、次年度は他

学部や他部門との連携が図

れるように、年間指導計画

に落とし込み計画的に取組

んでいく。 

①-2 進路面談は、早い段階

から本人のニーズ、保護者

の願いなどを丁寧に聴き取

り、長期的な視点を持ちな

がら実施する必要がある。

それを受けて、自立と社会

参加のイメージを持たせる

指導・支援を行っていく。 

①-1 保護者アンケートで

肯定的評価90％ 

☆柿祭は地域となじんで

いる雰囲気がある。指導

の工夫により気持ちを引

き上げて生徒の表現活動

が活発になっている。 

①-2 保護者アンケートで

肯定的評価89％ 

小学生から、卒業後のイ

メージや必要な力につい

て知ることができるのは

良い。 

部門を分けて説明会を実

施して欲しい。 

①-1☆柿祭やアート

コース発表会では地

域の方の良い評価も

あり児童生徒が自信

を持つことにつなが

った。校内連携の活

動継続が課題。 

①-2 生徒や保護者の

ニーズに応える形で

学習会、見学会を自

己選択の機会として

実施することができ

た。毎年のニーズに

合った内容で継続す

ることが課題。 

①-1 継続した取り組

みとして、他学部や

他部門との連携が図

れるように、年間指

導計画に落とし込み

計画的に取り組む。 

 

①-2 児童生徒の実態

や地域の状況把握に

より、事前にニーズ

を把握したうえで学

習会、見学会を計画

する。 

４ 
地域等との 

協働 

地域社会を実践的な学び

の場ととらえて、日々の

学習で培った力を地域社

会への貢献活動として発

揮するなどの取組を教育

課程に位置付けて実践す

る。 

 

地域に開いた学校行事

を、地域と連携・協働し

て企画する行事に発展さ

せ、継続する。 

①地域社会で学ぶ内容

を教育課程に位置付け

て、地域のことを知

り、清掃等の貢献活動

により自己有用感を高

める。 

 

 

②地域の協力を得てイ

ベント等を実施し、交

流を深めるとともに学

習の成果を発信し、地

域と学校との相互理解

をすすめる。 

①児童・生徒の地域活

動として清掃活動、施

設の活用等に取り組

み、ＨＰ等で発信す

る。 

近隣大学との授業等の

連携について模索し、

実施につなげる。 

②20 周年記念事業で近

隣の関係機関等との協

働活動に取り組み、一

緒に楽しむイベントを

実施する。 

①地域社会で学ぶ内容を

教育課程に位置付けて実

施し、児童生徒の自己有

用感を高めるとともに、

活動内容を地域の方や保

護者に向けて発信するこ

とができたか。  

 

②地域の協力によりイベ

ントを実施し、交流を深

めるとともに児童・生徒

の活動の成果を発信し、

地域との相互理解を進め

ることができたか。 

①近隣の虹ヶ丘小学校やこども

文化センターに行き、清掃や本

棚整理等を行い、自己有用感を

高めることができた。文化庁交

流事業で、地域で活動している

講師を招き、バレエを一緒に踊

る活動を楽しみ、地域とのつな

がりを感じることができた。 

②地域や近隣大学、元石川高校

美術部の協力のもと 20 周年記

念事業を実施し、学校の取り組

みを発信するとともに相互の理

解を深めることができた。ま

た、この事業の協力依頼を機に

ボランティア活動へとつながっ

た大学もできた。 

①連絡帳や学部だより等で

保護者に生徒が真剣に取り

組んだことや、楽しそうに

活動した様子を伝えること

ができた。今後も地域社会

で学ぶことを意識しながら

活動の計画をしていく。 

 

②20 周年記念事業で関わり

をもった地域の方や大学と

の継続的な協働活動を進め

ていく。 

①保護者アンケートで肯

定的評価70％ 

地域貢献活動（清掃等）

は、学部や学年を問わず

もっと積極的に行うと良

い。 

 

 

②保護者アンケートで肯

定的評価80％ 

20 周年記念事業を、地域

交流を活かす形で実現

し、音楽隊の演奏で子ど

も達が躍り表現し、会場

参加者が一緒に楽しめた

ことは、子どもからの発

信を待ち、受け止める態

勢が実現されている。 

①近隣施設の清掃活

動を通じて自己有用

感を高める活動がで

きた。活動内容を地

域、保護者へ発信

し、充実した活動の

継続が課題。 

 

②イベントでのつな

がりを引継ぎ、地域

の方と学校との相互

理解を深めていくこ

とが課題。 

①ホームページや通

信等で各学部の活動

を発信し、地域や保

護者の方が知る機会

を増やす。 

 

 

 

②今回イベントに参

加した団体と、相互

の行き来や活動への

参加などを模索し、

実施につなげる。 

５ 
学校管理 

学校運営 

「児童・生徒への丁寧な

かかわりのスタンダー

ド」を活用し、児童・生

徒が安心して学ぶことが

できる学校にするととも

に、取組の好事例を共有

する仕組みを構築して、

短期間で内容の充実・更

新を図る。 

災害時や非常時に備え

て、関係機関と協力して

訓練・研修等に取り組

み、児童・生徒が安全に

学ぶことができる環境を

整える。 

①「児童・生徒への丁

寧なかかわりのスタン

ダード」について、職

員同士や、職員と保護

者とで話題にしてみん

なで考えることにより

意識向上を図り、児童

生徒への指導につなげ

る。 

②災害時、非常時の対

応を整備し、緊急時に

適切な対応ができるよ

うに備える。また、ス

クールバスの運営の円

滑化を図る。 

①「児童・生徒への丁

寧なかかわりのスタン

ダード」について職員

間で話題にする時間

や、職員と保護者とで

話題にする時間を設定

する。 

 

 

②避難訓練や引き渡し

訓練実施後振り返りを

行い、改善点を計画に

反映する。校内危険個

所を共有する。スクー

ルバスGPSの保護者利用

を進める。 

①「児童・生徒への丁寧

なかかわりのスタンダー

ド」について、職員同士

や、職員と保護者とで話

題にしてみんなで考える

ことにより意識向上を図

ることができたか。 

 

 

②訓練の内容をブラッシ

ュアップすることができ

たか。校内の安全環境が

改善されたか。GPS 機能

の保護者利用を進めて安

全な運行につなげること

ができたか。 

①各学部で取り組んだほか、８

月職員会議後に少人数で他学部

の職員同士で子供のことで話し

合いを設けた。保護者との話し

合いは設定が難しく、今年度は

人数を絞って聞き取りを行っ

た。 

 

 

②怪我人を想定した全校参加の

避難訓練を行った。より実際に

近い形で訓練を進めた。また、

スクールバスドライバーと介助

員の AED 講習を実施し、より安

全な運行に寄与した。４月に導

入した GPS の利用も保護者に定

着した。 

①職員同士の話し合いは１

学期末でもよい。 

保護者との話し合いは、開

催しやすいように新入生保

護者を対象にできるとよ

い。これらの話し合いと実

践を踏まえてスタンダード

のブラッシュアップを図

る。 

②より違うシチュエーショ

ンを想定した避難訓練を行

うことで、災害時などでの

対応力を高める。また SB の

安全安心な運行を目指し、

より緻密な安全対策を施し

ていく。 

①保護者アンケートで肯

定的評価85％ 

スタンダードを直接指導

する教員の声を内容に反

映させるとよい。 

面談やクラス全体での話

し合い等で具体的に力を

入れているところを伝え

られるとよい。 

②保護者アンケートで肯

定的評価87％ 

バス GPS はありがたい

が、正確でないときがあ

る。 

校舎の出入り口が誰でも

すぐに入れる状況が非常

時には心配がある。 

①他学部の職員同士

で子供のことで話し

合い、同僚性を高め

るとともに子どもへ

のかかわりを共有し

た。保護者と職員と

の話し合いの実現が

課題。 

 

②怪我人を想定する

等実際に近い形で避

難訓練を進めた。GPS

の利用も保護者に定

着した。異なる設定

で避難訓練を行い、

非常時の対応力を高

めることが課題。 

①職員間での話し合

いを継続するととも

に、新入生保護者を

対象に教員と懇談会

を設定する。 

 

 

 

 

②スクールバスから

の避難や、防災関連

の設備を実際に稼働

させる訓練を行う。 

 

 


